
議会報告会報告書 

開 催 日 時 平成 30 年 11 月 16 日（金）午後 7 時 00 分～8 時 28 分

開 催 場 所 飯南中学校 多目的ホール（１階）

出 席 議 員

植松泰之、中村 誠、谷口 聖、深田 龍、松岡恒雄、

野呂一男、西村友志

司会進行者 中村誠

報 告 者 松岡恒雄、谷口聖

記 録 者 深田龍

参 加 人 数 7 名

主な質疑応答

意見・要望等

別紙のとおり。

松阪市議会議長 中島 清晴 様

平成 30 年 11 月 19 日

  議会報告会実施要綱第 8 条の規定により提出します。

                       議会報告会第 3 班

                       代表者 植松泰之



【第一部の主な質疑応答・意見等】 

なし 

【主な質疑応答・意見等】 

問 子どもが卒業すると中学校へ行きづらいという保護者からの意見が 

あった。飯南中学校の校長先生のご意見を聞きたい。 

答 久保中学校に勤務していた時に、津市からの転校生の保護者から、松阪は色々と聞い

てくれて温かいと言っていただいた。松阪の良い所は、「あたたかいまち」だと思う。行

政が身近で意見を言うと、すぐに対応してくれる。時間をおいたりすると、子どもや保

護者の気持ちは不安が膨らむ。行政や議員のひとたちの素早い対応に感謝している。昔

は学校は地域の夢や希望だった。教育が十分でなかった時代は地域の願いで学校は建て

られた。学校が地域を支える時代であったが今は地域で学校を支えていく時代。しかし、

学校と地域の間に溝ができてきている。学校が地域の核にならないといけない時代。評

議員と話をしていて、子どもが卒業すると学校へ行きにくいと言われた。支援ボランテ

ィアの存在を知りつつ、駐車場の白線が薄なってきているが教員だけでは手が回らない

ため、ボランティアをお願いした。特技を持つ地域の人も募集している。白線について

は消防団の方から反響があった。つまり、困っていることを地域に伝えると、キッカケ

になる。生徒たちには「中学生も地域づくりの一員」だと伝え続けている。宮前小学校

で防災訓練があり、中学生がスタッフとして参加した。子どもたちに色々な場を提供し

て頂いているのが有難い。それが、地域で学校を支えることになっていく。小さいこと

の繋がりが CSに発展していく。最初からカタチを作るのではない。飯南中学校では平成

33 年から CS がスタートする。そこに向けた準備をしている。 

問 生徒が登下校で使う道路の白線をなんとかしていただけないか。 

答 国も県も予算がないということを聞いているが、言っていかないといけないので言い

続けることに努めたい。 

答 白線について、要望は必ずあげている。県も予算がないと聞いている。 

子どもが少なくなってきて、過疎が進んできているが、学校が盛り上がると地域が 

盛り上がる意識は共有している。 

第 2 部【地域の中の学校づくりについて】



問 前回の議会報告会にも参加した。368 号線の道路改修等、要望をあげたら一か月以内に 

実行していただいた。感謝している。毎朝、出勤前に子どもたちを送っている。国道 166 

号線から中学校へ入っていくところに信号機を付けてもらいたい。白線の現物支給など 

があれば良い。自分が小さい時に地域の人たちの見守りで安心をもらっていた。また、 

こちらから挨拶をしても挨拶が返ってこない。 

答 信号機は地域から要望を出していただきたい。見守りや白線についてはご意見として 

頂戴する。 

意見 以前も白線は引っ張ってもらったが、真ん中の線だけ引いて横は未実施だった。予

算の関係上、できないとは言われたが全部引いて欲しい。 

意見 挨拶指導については学校も頑張るので地域のご協力も宜しくお願いします。 

以上 


